
2024年 2月 25日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒132番（旧 63番）（MK姉） 

『栄えの主イエスの』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 12章 6~7節（KH姉） 

『五羽の雀が二アサリオンで売られているではないか。だが、その一羽さえ、神がお忘れになるようなことは

ない。それどころか、あなたがたの髪の毛までも一本残らず数えられている。恐れるな。あなたがたは、たく

さんの雀よりもはるかにまさっている。」』 

 

礼拝讃美歌⇒377番 

『何ゆえ心暗く沈む（一羽の雀）』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 49章 14~15節（ES姉） 

『シオンは言う。主はわたしを見捨てられた／わたしの主はわたしを忘れられた、と。 

女が自分の乳飲み子を忘れるであろうか。母親が自分の産んだ子を憐れまないであろうか。 

たとえ、女たちが忘れようとも／わたしがあなたを忘れることは決してない。』 

 

（祈） 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒イザヤ書 53章 5~7節（TM兄） 

『彼が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／彼が打ち砕かれたのは／わたしたちの咎のため

であった。彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／彼の受けた傷によって、わたしたち

はいやされた。わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。そのわたしたちの罪を

すべて／主は彼に負わせられた。苦役を課せられて、かがみ込み／彼は口を開かなかった。屠り場に引かれる

小羊のように／毛を刈る者の前に物を言わない羊のように／彼は口を開かなかった。』 



 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒151番（旧 216番） 

『ああ主よわれら』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒テモテへの手紙二 3章 12~17節（SK兄） 

『キリスト・イエスに結ばれて信心深く生きようとする人は皆、迫害を受けます。悪人や詐欺師は、惑わし惑

わされながら、ますます悪くなっていきます。だがあなたは、自分が学んで確信したことから離れてはなりま

せん。あなたは、それをだれから学んだかを知っており、また、自分が幼い日から聖書に親しんできたことを

も知っているからです。この書物は、キリスト・イエスへの信仰を通して救いに導く知恵を、あなたに与え

ることができます。聖書はすべて神の霊の導きの下に書かれ、人を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練を

するうえに有益です。こうして、神に仕える人は、どのような善い業をも行うことができるように、十分に整

えられるのです。』 

 

聖書⇒テモテへの手紙二 4章 6節 

『わたし自身は、既にいけにえとして献げられています。世を去る時が近づきました。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 16、26節 

『わたしは父にお願いしよう。 

父は別の弁護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。 

 

しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊が、 

あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださる。』 

 

 

聖書⇒マルコによる福音書 1章 9~15節（EK兄） 

『そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。水の中から上

がるとすぐ、天が裂けて“霊”が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。すると、「あなたはわ

たしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。それから、“霊”はイエスを荒れ野に

送り出した。イエスは四十日間そこにとどまり、サタンから誘惑を受けられた。その間、野獣と一緒におられ

たが、天使たちが仕えていた。ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、

「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。』 

 



聖書⇒マタイによる福音書 4章 1~11節 

『さて、イエスは悪魔から誘惑を受けるため、“霊”に導かれて荒れ野に行かれた。そして四十日間、昼も夜

も断食した後、空腹を覚えられた。すると、誘惑する者が来て、イエスに言った。「神の子なら、これらの石

がパンになるように命じたらどうだ。」イエスはお答えになった。「『人はパンだけで生きるものではない。神

の口から出る一つ一つの言葉で生きる』／と書いてある。」次に、悪魔はイエスを聖なる都に連れて行き、神

殿の屋根の端に立たせて、言った。「神の子なら、飛び降りたらどうだ。『神があなたのために天使たちに命じ

ると、／あなたの足が石に打ち当たることのないように、／天使たちは手であなたを支える』／と書いてある。」

イエスは、「『あなたの神である主を試してはならない』とも書いてある」と言われた。更に、悪魔はイエスを

非常に高い山に連れて行き、世のすべての国々とその繁栄ぶりを見せて、「もし、ひれ伏してわたしを拝むな

ら、これをみんな与えよう」と言った。すると、イエスは言われた。「退け、サタン。『あなたの神である主を

拝み、／ただ主に仕えよ』／と書いてある。」そこで、悪魔は離れ去った。すると、天使たちが来てイエスに

仕えた。』 

 

聖書⇒ペトロの手紙一 3章 18~22節 

『キリストも、罪のためにただ一度苦しまれました。正しい方が、正しくない者たちのために苦しまれたので

す。あなたがたを神のもとへ導くためです。キリストは、肉では死に渡されましたが、霊では生きる者とされ

たのです。そして、霊においてキリストは、捕らわれていた霊たちのところへ行って宣教されました。この霊

たちは、ノアの時代に箱舟が作られていた間、神が忍耐して待っておられたのに従わなかった者です。この箱

舟に乗り込んだ数人、すなわち八人だけが水の中を通って救われました。この水で前もって表された洗礼は、

今やイエス・キリストの復活によってあなたがたをも救うのです。洗礼は、肉の汚れを取り除くことではなく

て、神に正しい良心を願い求めることです。キリストは、天に上って神の右におられます。天使、また権威や

勢力は、キリストの支配に服しているのです。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒88番（旧 178番） 

『父なる神世を愛して』 

 

 

《建徳要旨》 


